
 
（ 鏡わかあゆ高等支援 ）学校 令和７年度（２０２５年度）学校評価表 

 

１ 学校教育目標 
目標に向かって挑戦し、自分らしく輝き、社会の一員として心豊かに自立した生活を送るこ
とができる生徒を育成する 

 
 

２ 本年度の重点目標 
ア 学校運営の基礎基本の確立と継続的運用へのシステムづくり（総務、情報教育、寄宿舎） 
  生徒の学習環境、教職員の労働環境の整備  PTA組織の充実  職員の連携構築 
  保護者や関係機関との連携  地域に開かれた学校（CS） 寄宿舎運営の充実  情報発信 
  校務の情報化 
イ 各教科等・自立活動の充実、鏡わかあゆ型授業の創造とカリキュラムマネジメント（教務・ 
  授業改善） 
  「分かった・できた」と学ぶ楽しさを実感できる授業づくり 
  鏡わかあゆ型授業づくり  

（指導形態 授業の流れ 評価の観点 教材研究 等 授業改善のPDCAサイクル構築） 
  根拠のある教育活動  育てたい資質・能力一覧表作成   

（年間指導計画 個別の指導計画等に基づく授業の実施、評価、改善 カリキュラムマネ
ジメント） 

  個別の指導計画等諸計画の効率的な作成と効果的な活用  人権教育の推進 体力の向上 
ウ 職業自立、社会自立を目指した進路指導の充実（進路指導） 
  発達段階に応じた組織的・系統的なキャリア教育の充実  自己理解と職業理解 
  組織的・計画的な進路指導体制の構築  新規現場実習先・就労先などの開拓  卒業後の

アフターケア 
エ 安全・安心な学習環境の確保 

（総務、保体、危機管理安全、環境整備、生徒指導、生徒支援、情報教育、事務、寄宿舎） 
危機管理体制の構築（危機管理マニュアルの作成、危機回避能力の育成、各種訓練の実施） 
いじめ防止の徹底と早期発見・早期対応  情報モラル教育の充実  登下校を含む交通安 
全指導の実施  生徒の健康管理・体力向上  発達指示的生徒指導の充実  組織的な生 
徒指導体制の構築  生徒会活動や同好会活動の活性化  校舎内外の環境美化と整備   

オ 地域との交流及び共同学習の推進とセンター的機能の発揮（地域支援・交流、総務） 
  近隣校や地域住民との交流及び共同学習の計画、実施  地域資源を活用した学びの充実 
  特別支援教育に関する教育相談などへの対応 

 
 

３ 自己評価総括表 
評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大項目 小項目 

 
学校 
経営 
 

業務改善
および働
き方改革 

教職員の労
働環境の整
備 

・正規の時間
以外の従事
時間を、最
も多い超過
者でも、最
大月８０時
間までに減
らす。 

・該当者とは定期
的に面談を行
い、業務内容の
確認を行う。面
談を踏まえて業
務の見直しを行
う。 

Ａ 

○正規の時間以外の
従事時間月８０時
間以上は１回もな
く、作業時間が必
要な職員には、学
科で対処すること
ができた。 

安全・安
心な学習
環境の確
保 
 

職員の資質
向上研修等
による、よ
り安心でき
る学習環境
整備 

・人事評価面
談等を通し
て、研修受
講の奨励を
行い、職員
の資質向上
を図る。 

・研修受講を通し
て教職員として
の基礎的な知識
の向上を図り、
さらに学校運用
参画の意識が持
てるよう、面談
の中で働きかけ
る。 

Ｂ 

○正規の時間以外の
従事時間を減らす
ことで研修受講等
の余裕を生み出す
ことができた。 

●数名の職員とは面
談等で職務内容の
希望等の話をでき
たが、働きかけが
十分とは言えなか
った。 

管理体制整
備によるよ
り安全な学
習環境整備 

・報告、連
絡、相談を
スムーズに
行える体制
をさらに推

・総務会等での密
な連絡や、各科
での報告、連
絡、相談の徹底
を促すととも

Ａ 

○定期的に情報共有
の時間を十分に確
保し、その都度問
題に対処すること
ができた。 



進する。 に、データの共
有を進めて、さ
らにスピード感
のある管理体制
を目指す。 

 
授業の 
充実 
 

教科研修 新学習指導
要領に即し
た授業づく
りの充実 

・学校全体で
授業づくり
の土台を整
える。 

・学校全体で月１
回教科研修を行
い、担当間で授
業づくりや授業
内容の確認を行
う。学期に１回
は、授業計画や
内容、評価につ
いての確認、Ｔ
１、Ｔ２の動き
等の振り返りを
行う。 

・授業の基本につ
いての研修を行
う。 

・Ｔ１、Ｔ２の役
割を明確にし、
チームで授業づ
くりを行う。 

Ａ 

○月１回教科研修を
行い、学科や教科
担当のグループで
授業準備等に活用
することができ
た。学期末には、
全体で行う教科を
中心に授業計画や
内容についての振
り返りを行い、次
の学期につなげる
準備を行った。 

○授業の基本につい
て講師を招聘し、
研修を行った。 

●Ｔ１、Ｔ２の役割
を示したが、実践
につながらない教
科もあった。 

授業改善 重点目標の
具現化をめ
ざした、授
業実践の充
実と専門性
の向上 

・校内の研修
で学んだこ
とを実践
し、振り返
りを行いな
がら授業改
善を図る。 

 

・月１回テーマを
決めて授業充実
研修を実施す
る。 

・授業交流月間を
年に２回実施
し、学科間で互
いの授業を参観
して学び合い、
自分自身の授業
実践へつなげ
る。 

・学科、学年ごと
に授業の流れを
意識した授業づ
くりを行い、年
に２回、事前研
修・研究授業・
授業研究会を行
う。 

Ａ 

○外部から講師招聘
をしての研修を２
回、校内でも各月
テーマを決めて研
修を行うことがで
きた。 

○前期、後期の２回
お互いの授業を参
観する授業交流月
間を実施すること
ができた。 

○研修で学んだこと
を取り入れなが
ら、各学年、専門
教科のグループで
教科、自立活動、
専門教科の研究授
業を２回ずつ行う
ことができた。 

●それぞれが授業を
しているため、参
観の時間の確保が
難しかった。 

キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

学校とし
て一貫性
を持った
キャリア
教育の推
進 

学習内容の
充実 

・キャリアパ
スポートの
活用により
キャリア教
育の充実を
図る。 

・３年間を見通
し、主体的に学
びに向かう力を
育成できるよ
う、計画的にキ
ャリアパスポー
トを活用する。 

Ａ 

○各科・各学年で計
画的にキャリアパ
スポートの作成・
活用を行うことが
できた。 

●今後、デジタル化
等、より効果的な
活用に向けて検討
していく必要があ
る。 

情報の共有 ・校内で一貫
した進路指
導を実施で
きるよう教
職員間で現
場実習や進
路指導に関

・「現場実習ガイ
ドブック」や
「進路指導マニ
ュアル」等の作
成及び活用を行
う。 

Ｂ 

○「現場実習ガイド
ブック」を活用し
て職員間で共有し
ながら現場実習を
実施することがで
きた。 

●これまでの様々な



する情報共
有を行う。 

進路指導関連のマ
ニュアルを精選
し、現在、「進路
指導マニュアル」
を作成中である。 

生徒のニ
ーズと実
態に応じ
たキャリ
ア教育の
推進 

ニーズに応
じた進路指
導の充実と
実習先の検
討 

・進路希望調
査及び三者
面談等の充
実を図り、
関係職員間
で情報共有
を行う。 

・企業や福祉
事業所向け
に本校教育
や実習受入
等に関する
理解・啓発
を行う。 

・生徒の進路ニー
ズに関するデー
タ整理と一括管
理を行い、実習
先や進路先の検
討会を実施す
る。 

・授業参観等が充
実するよう、開
催時期を考慮
し、「企業・福
祉事業所向け学
校公開」を開催
する。 

Ａ 

○本人・保護者の希
望を丁寧に確認し
ながら、進路先検
討会を行い、現場
実習先の決定を行
うことができた。 

○学校公開では、１
７０名を超える方
々に参加いただ
き、カフェで生徒
が接客する様子
等、生徒の活躍す
る姿を見ていただ
くことができた。 

関係支援
機関と連
携した移
行支援及
びアフタ
ーフォロ
ーの充実 

関係支援機
関との連携 

・関係支援機
関と連携し
た移行支援
及びアフタ
ーフォロー
の充実を図
る。 

・在学中から関係
支援機関と計画
的に生徒に関す
る情報共有を行
うとともに、卒
業生のデータ整
理を行う。 

Ｂ 

○関係支援機関と連
携しながら卒業生
のアフターフォロ
ーや移行支援に取
り組むことができ
た。 

●今後、更にアフタ
ーフォローの記録
や卒業生のデータ
整理を行う必要が
ある。 

生徒 
(生活) 
指導 
 

生徒指導
及び問題
行動等へ
の対応 

生徒心得の
整備 

・生徒、保護
者、学校の
三者で生徒
心得の見直
しを行う。 

・生徒心得に関す
るアンケート等
により、意見を
集約する。 

・校則検討委員会
を実施し、点検
及び改定を行
う。 

Ｂ 

○すべての生徒、保護
者、職員を対象とし
てアンケートを実施
した。集約した意見
を各代表者で組織す
る校則検討委員会で
協議し、校則見直し
の主旨を踏まえた取
組をすることができ
た。 

●アンケート作成、実
施の時期を早め、校
則検討の話し合いを
充実させたい。 

予防的指導
の充実 

・ルールやマ
ナーについ
て考え、そ
れらを遵守
する態度を
育てる。 

・月１回、生活目
標の掲示と生徒
指導通信の発行
により生徒心得
を周知する。 

・学期初めと学期
末に集会を行
い、長期休業中
の生活について
注意喚起する。 

・学期１回の講師
招聘授業の実施
や、生徒指導部
より、未然防止
の授業を提案
し、意識付けを
する。 

Ａ 

○生活目標の提示と
生徒指導通信の発
行（年１１回）を
行った。 

○学期初めと学期末
に（年６回）、生
徒の様子等を踏ま
え、ルールやマナ
ーについて注意喚
起を行った。 

○１学期にスマホ安
全利用、２学期に
薬物乱用防止、３
学期に性暴力未然
防止について講師
招聘授業を実施し
た。また、闇バイ
ト等の SNS に係る
問題については１
学期に全クラスで



未然防止の授業を
実施した。 

組織的な指
導及び指導
体制の構築 

・組織的に対
応すること
を徹底し、
生徒一人一
人に応じた
指導を行
う。 

・問題行動等対応
マニュアルに沿
って迅速かつ丁
寧に対応する。 

・指導方針や指導
内容を職員間で
共有して、指導
にあたる。 

・定期的に継続し
た指導を行い、
生活における定
着を図る。 

Ａ 

○事案発生後、対応
を進めた。担任だ
けでなく、学科を
こえて適当な人材
が指導に当たるこ
とでより的確な指
導を行うことがで
きた。 

○対象生徒の実態を
踏まえて指導計画
を作成し、関係職
員で共通理解を図
って対応すること
ができた。 

●スマートフォンに
関連する事案は、
問題行動を繰り返
す事案があった。
継続した指導の工
夫や保護者啓発が
必要である。 

人権教
育の推
進 

命を大切
にする心
を育む指
導 

自分の大切
さ、他の人
の大切さを
認め行動す
る意識の向
上 

・互いを認
め、支え、
高め合う態
度を養う。 

・全校集会やＨＲ等
で人権や自他の大
切さ等について、
共に考える機会を
設定する。 

・ポスターやチラ
シを配付したり
ホームページに
掲載したりし、
日常的に生徒や
保護者の目に触
れるようにす
る。 

・人権問題学習に
取り組む時期を
設定し、お互い
の良さや命の大
切さ、多様性を
認めること等に
ついての学習を
実施する。 

Ａ 

○人権集会を実施し、
誰もが安心できる学
校となるための具体
的な行動等につい
て、各クラスで話し
合う活動を設定し
た。全クラスの意見
を掲示し、シールや
コメント等でお互い
に返しを行ったこと
で、様々な意見に気
づき、人権について
意識するきっかけを
作ることができた。 

○水俣病、部落差別等
の人権課題につい
て、生徒の実態に応
じた学習を実施し
た。専門２年は菊池
恵楓園での校外学習
を実施した。 

●ホームページ等での
情報提供が足りず、
保護者への啓発は課
題が残った。 

生徒の人
権を尊重
した教育 

生徒の人権
を尊重した
教育活動の
充実 

・人権教育の
視点を大切
にした授業
づくりと、
安心して学
べる学習環
境づくりの
充実を図
る。 

・年間計画や人権
教育の指導方法
等の在り方につ
いて教職員研修
を行う。 

・人権感覚自己チ
ェック、人権教
育アンケートを
実施し、教職員
が自らの人権感
覚について見直
し、改善を図る
機会を定期的に
設ける。 

Ｂ 

○年４回の教職員研
修を実施した。う
ち１回は講師を招
聘し、近年大きく
変わった部落史に
ついて、職員の理
解を深めることが
できた。 

●人権教育アンケー
トで出た職員の意
見を全体で共有
し、研修と合わせ
て改善を図った
が、それぞれの人
権感覚の差が見ら



れた。生徒・職員
ともに大切にされ
るよう、具体的な
行動目標を検討
し、共有する場を
設けていきたい。 

いじめ
の防止
等 

いじめ問
題の未然
防止・早
期発見・
早期対応 

組織的かつ
継続的な対
応 

・いじめ問題
に対する職
員一人一人
の感度を高
め、いじめ
未解消ゼロ
を実現す
る。 

・職員研修や学科
会でいじめ問題
の捉え方、組織
的な対応、解消
に向けた取組等
について共通理
解を図る。 

・いじめ防止等対
策委員会で定義
に沿って正しく
認知し､経過を注
視しながら適切
な対応に努め
る。 

Ａ 

○夏休みにいじめに
関する職員研修を
実施し、聞き取り
の方法や指導につ
いて共通理解をし
た。今年度、いじ
めと認知した事案
の累計数は３２件
である。職員一人
一人及び学校全体
としての感度が高
く、組織として適
切な対応ができて
いると考える。解
消に向け継続的に
支援をしている。 

丁寧な実態
把握と情報
共有 

・定期的にア
ンケートを
実施し、相
談体制及び
支援体制を
整備する。 

・２か月に１回ア
ンケートと個別
面談を実施す
る。 

・適宜、校内及び
外部（スクール
サイン等）の相
談窓口を周知す
る。 

・情報集約担当者
を起点とした情
報共有体制をつ
くる。 

Ｂ 

○年４回のアンケー
トを実施した。生
徒たちはアンケー
トや面談等で相談
してくれる事例が
多くあり、相談し
やすい環境が整っ
てきている。 

●情報集約担当者へ
の報告のタイミン
グ等、全体へ周知
し整備する必要が
ある。 

生徒の実態
に応じた取
組 

・生徒会を中
心に、生徒
を主体とし
た取組の充
実を図る。 

・「いじめ防止５
箇条」の作成及
び啓発、「いじ
め防止標語」の
呼びかけ等を行
い、いじめを許
さない環境をつ
くる。 

Ａ 

○生徒会を中心に、
「いじめ防止５箇
条」を掲げ啓発を
行った。また標語
やポスターを作成
し、全校生徒にい
じめ防止を呼びか
けることができ
た。 

地域 
支援 

教育的 ニ
ーズに 応
じた支 援
の充実 
 

校内支援体
制の構築 

・各学年・各
学科の 
ニーズに応
じて、ケー
ス会議や校
内支援員会
等を実施す
る。 

・校内支援体制の
流れについて学
科会等で説明
し、ケース会議
や校内支援委員
会について周知
する。 

・学科であがった
個々のニーズに
ついて、ケース
会等での対応が
必要か、それぞ
れの科において
地域支援交流部
職員が確認をし
て対応する。 

Ａ 

○学級、学年での対
応が難しいケース
において、校内支
援委員会を開き役
割分担をすること
で、それぞれの立
場で何をするのか
が明確になり、組
織として対応がで
きた。 

●職員の意識とし
て、校内支援委員
会に挙げることの
ハードルが高いよ
うに感じる。 

関係機関と
の連携 

・教育的ニー
ズに応じて
ＳＳＷやＳ
Ｃ等の関係

・特別支援教育コ
ーディネーター
が窓口となり関
係機関との連携

Ａ 

○専門学科の学年主
任が地域支援交流
部員でもあること
で、SCの活用が必



機関と連携
し、支援の
充実を図
る。 

調整を図る。 
・ＳＣ活用事業を

活用して、年１
５回程度のカウ
ンセリングを実
施する。 

要な生徒の見守り
ができ、適切にSC
につなぐことがで
きた。また、担任
からSSWへの相談内
容を詳しく伝え、
担任とSSWをつない
だことで、保護者
への支援体制を整
えた。 

●SCとSSWの活用（相
談内容や事前事後
の生徒への対応）
について、担任へ
の啓発の必要性を
感じた。 

地域に お
ける特 別
支援教 育
の推進 

八代地域特
別支援連携
協議会への
参画 

・八代地域の
特別支援教
育総合推進
事業計画に
基づき、特
別支援教育
推進のため
の研修運営
を行う。 

・八代地域特別支
援学級担当者指
導力向上研修を
八代地域特別支
援連携協議会と
連携して実施す
る。 

・小中学校や高等
学校等からの依
頼に対して、特
別支援教育コー
ディネーターで
相談に対応す
る。 

Ａ 

○研修や巡回相談等
で、現場の先生方
の悩みや授業づく
りに携わること
で、八代地域の特
別支援教育におけ
る現状と課題を知
ることができた。
また、他の巡回相
談員と連携し各研
修や会議等で巡回
相談員の活用につ
いて話してもらう
ことで、本校の巡
回相談員の活用も
広く意識していた
だけるような働き
かけができた。 

地域への理
解啓発 

・近隣の学校
や地域との
交流及び共
同学習を通
して、特別
支援教育や
本校教育に
対する理解
啓発を図
る。 

・普通科や専門学
科の特色を生か
した交流及び共
同学習を行う。 

・掲示板を活用
し、地域に学校
の情報を発信す
る。 

Ｂ 

○数年の計画で、八
代農業高等学校と
の学校間交流をす
る計画ができた。 

●今後の展望につい
て示しながら、両
校の職員の学校間
交流についての意
識を高めていく必
要がある。 

地域連
携(ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ･ｽｸｰﾙ
など) 

地域とと
もにある
学校づく
りの推進 

関係機関と
の組織的な
連携 

・学校運営協
議会におい
て、現在の
本校の課題
を共有しス
ムーズな連
携を図る。 

・参加をしていた
だいている各方
面の関係者と昨
年度からの課題
を会議で整理し
て共有し、連携
を強めて取り組
む。 

Ａ 

○より自由に学校の
ことを観ることが
できるように、授
業参観や行事を案
内した。 

○防災について、地
域や八代市から意
見をいただくこと
ができた。 

防災等の
危機管理
体制の充
実 

関係機関と
連携した取
組の推進 

・本校の実態
に応じた避
難訓練を実
施する。 

・定期的な避難訓
練を実施し、全
生徒・職員の意
識向上を図る。 

・年度始めに地震
・津波避難訓練
を実施し、1次２
次避難の経路等
を全生徒・職員
で確認する。 

・訓練後の反省を

Ａ 

○２学期の避難訓練
では、防火扉が作
動した状態で実施
し、意識の向上を
図ることができ
た。 

○シェイクアウト訓
練で初動の動きを
確認した後に避難
訓練を実施。全生
徒・職員ともに経



もとにマニュア
ルを修正する際
には、関係機関
のアドバイスを
取り入れる。 

路の確認をするこ
とができた。 

●災害時、生徒の保
護者への引き渡し
について、保護者
車両の構内進入経
路の再考が必要。 

保健安
全指導 

健康の保
持増進 

体力向上
と、運動に
取り組む意
識の向上 

・運動に意欲
的に関わる
ことができ
る意識と体
力を育成す
る。 

・体育の授業にお
いて、ランニン
グや球技等様々
な種目を選定す
ることで運動に
対する意欲をも
たせ、体力の向
上を図る。 

・新体力テストを
実施し、生徒自
身が記録するこ
とで、自らの体
力を把握した
り、昨年の記録
と比較したりす
る機会を設け、
意欲の向上を喚
起する。 

Ａ 

○普通科・専門学科
共に授業内容に工
夫をすることがで
きた。１２月末の
運動に関するアン
ケート結果では、
体育の授業が楽し
い・どちらかとい
うと好きと回答し
た生徒が８０．９
％と高い結果を出
すことができた。 

○個別指導用データ
を基に生徒たちで
自己分析をするこ
とができ、運動の
意欲向上につなが
った。 

⚫️柔軟性や瞬発力な
どの、個々の運動
能力向上への継続
的な取組が難しか
った。 

健康教育の
充実 

・性に関する
授業の充実
を図る。 

・性に関する指導
の年間計画を作
成して実施し、
見直しを行う。 

・他の分掌部と連
携し、性に関す
る生徒向けの講
話を実施する。 

・講師を招聘し全
生徒向けの研修
の機会を作る。 

Ａ 

○性に対して、生徒
の興味関心が高
く、生活場面で人
との距離間を意識
するなど、授業内
容を汎化する場面
が見られた。 

◯７月に産婦人科医
を招聘し、性に関
する講話を実施し
た。内容や方法に
ついて事前に講師
と打ち合わせを行
い、８２．５％の
生徒からわかりや
すかったとの回答
を得た。 

●授業だけでなく、
日常生活の場で繰
り返して指導をし
ていく内容（距離
間、身だしなみ、
トイレの使用等）
を明確にして計画
する。 

安全な学
校環境づ
くりの推
進 

校舎内外の
環境美化や
整備の推進 

・学校版環境
ＩＳＯの取
組を行う。 

・環境美化委員会
を中心に、本校
で取り組むＩＳ
Ｏの行動内容に
ついてアンケー
トを実施する。
決定した項目に
ついて呼びかけ
るポスターや標

Ａ 

◯美化委員会で取組
についてのアンケ
ート調査も実施し
た。各項目、９割
前後の人が意識し
て取り組むことが
できたとの回答が
得られた。 

⚫️各教室にポスター



語を作成し、校
内に掲示する。
年間を通して、
校内の美化活動
に取り組む。 

の掲示はしたが、
意識を高めるため
には、取組への定
期的な呼びかけが
必要だったと思
う。アンケート調
査にも、声掛けの
必要性が挙げられ
ていた。 

・生徒、職員
で環境美化
や整備へ取
り組む。 

・生徒、職員が一
体となって活動
する日常行う掃
除を毎日実施す
る。 

・職員掃除の担当
者及び担当場を
検討し毎週実施
する。 

・長期休業を利用
して職員作業を
計画・実施す
る。 

Ａ 

◯各学科、毎日の掃
除時間に、各担当
場所の掃除を確実
にできている。 

◯週１回の職員掃除
では、周知カード
を配付して掃除忘
れを防ぐようにし
た。 

◯夏期休業中の職員
掃除は、大雨のた
め急遽復旧作業に
なったが、事前に
校内を見て周り計
画・周知・指示が
でき、スムーズに
進めることができ
た。 

⚫️運動場の草取り
は、暑い時期を避
けて、運動場での
活動が始まる9月10
月の前に行ってい
く。 

・職員、保護
者、来賓が
安心して駐
車できる駐
車場管理を
行う。 

・職員、保護者、
来賓それぞれの
駐車場を割り振
り、運用計画を
立てる。 

・校内で事故が起
きないよう、校
内での進行方向
や制限速度等啓
発する。 

・駐車場所変更の
連絡は前日まで
に朝会や職員室
掲示等で早めに
連絡する。 

Ａ 

◯文化祭の時の保護
者駐車場は、グラ
ウンドにラインを
引くことで、200台
は駐車できるよう
にした。当日、予
想よりも台数がオ
ーバーしたが、対
応することができ
た。 

◯正門に一方通行の
地図と案内板を設
置し、保護者や業
者の方々に統一し
た校内の通行を促
すことができた。 

◯職員駐車場が変更
になるときは、２
日前から職員室に
掲示できた。 

情報 

教育 
ＩＣＴを

活用した

教育の情

報化の推

進 

情報及び情
報機器の管
理体制の構
築 

・情報機器の
安全と維持
管理のた
め、定期的
な点検と管
理体制の確
実な周知に
取り組む。 

・新しい情報
セキュリテ
ィの周知・

・情報機器の貸出
簿を運用し月に
１回点検を行
う。また、
Googleカレンダ
ーを用いて管理
体制を構築し、
管理の徹底を行
う。 

・新文書保存シス
テムに関する新

Ｂ 

○情報機器の貸出簿

や管理表を、月に

１度点検すること

ができた。また、

Googleカレンダー

を活用した機器の

管理では、重複貸

出を未然に防ぐこ

とができた。 

●機器の紛失や故障



徹底を行
う。 

しい情報セキュ
リティについて
情報提供と研修
を行う。 

が相次ぎ、管理に

は課題が見られ

る。 
○新文書保存システ
ムについては、情
報教育研修を３回
行い、情報セキュ
リティに関する内
容の研修も実施す
ることができた。 

授業や校務
におけるＩ
ＣＴ活用の
推進 

・校務の情報
化の充実へ
向けての環
境整備を行
い、ＩＣＴ
活用の推進
に伴う職員
研修を実施
する。 

・クラウド活用モ
デル事業への校
内体制を確立
し、校務の情報
化の充実に向け
試験運用のデー
タをまとめる。
また、新たな情
報ツールの研修
を実施し、授業
の充実を図る。 

Ａ 

○夏季休業期間にク
ラウド活用モデル
事業（新文書保存
システム）の運用
データをまとめ、
教育政策課へスム
ーズに報告ができ
た。また、それに
伴う拡張機能（演
習セット）の研修
を実施することも
できた。 

学校に関す
る様々な情
報の提供 

・「開かれた
学校」を目
指した本校
ホームペー
ジを発信す
る。 

・「学校アルバ
ム」等日々の教
育活動を外部に
知らせるため各
学科、最低月３
回は情報をアッ
プする。また、
HP内のメニュー
を整理し、学校
ブログの更新や
カフェの案内な
どを適宜発信す
る。 

Ａ 

○学校ホームページ
については、専門
学科及び普通科の
情報について、月
に５回以上の更新
を行った。また、
熊本県教育委員会
のホームページ
「フォトニュース
へ」への投稿も行
い、外部への情報
発信も意欲的に行
うことがた。 

寄宿舎

指導 

安全・安

心な生活

環境の確

立 

安全・安心
な生活環境
の確立 

・舎内でのル
ールやマナ
ーを守ると
ともに日常
生活の充実
を図る。 

・毎学期、「舎生
のしおり」でル
ールやマナーを
確認し、動機付
けを行う。 

・棟会や棟代表者
会を充実させ、
生徒の主体的な
寄宿舎生活を促
す。 

Ａ    

○点呼や全体の集会
時を利用し、ルー
ルやマナーについ
て話す機会をつく
った。 

○棟会や棟代表者会
において、生徒の
意見や要望等を聞
くことで生活の充
実を図った。 

・連絡会にお
いて、職員
間で、リス
クマネジメ
ント及び危
機管理意識
の統一を図
る。 

・避難訓練及び安
全点検におい
て、現状と課題
を把握し、緊急
時対応マニュア
ルや危険箇所等
の改善を図る。 

・毎日の健康観察
で生徒の心身の
状態を把握し、
対応が必要な場
合は、保護者や
担任、寮務主任
及び管理職等と
連携を密にと
る。 

Ｂ 

○地震や火災訓練を
行い、生徒の意識
付けはできた。 

●今後更に緊急対応
マニュアルの改善
を行っていく必要
がある。 

○年間を通して、朝
夕の検温を行うこ
とで、生徒の体調
を確認し、体調不
良時は、保護者や
担任、寮務主任及
び管理職等と相談
し、早急な対応を
行った。 

  
 

 



４ 学校関係者評価 
学校に対する総合的な評価は、保護者、職員ともに概ね高い評価をいただいている。保護者

からは全体的にどの項目でも同じように数ポイント下がり気味であるが、これは昨年の回答率
４３％から今年度は８３％と、ほぼ倍増になっており、今年度はより正確な数字が出ているた
めだと考える。学校運営協議会委員の皆様からも高く評価していただいており、皆様からいた
だいた御意見は以下のとおりである。 

 
 ・地域で生徒たちの登校を見ていると、生徒たちは楽しそうに帰っていく。地域としてもと

てもうれしいことである。 
 ・わかあゆカフェの実施や地域環境整備等、年々上達している。次年度以降も継続して取り

組んでほしい。 
・進路指導について、とても一生懸命先生方が取り組んでいる。とても大変な業務だと思う
ので、先生方の負担が心配である。 

・防災について様々な取組がなされている。今後は自分で考えて判断する力も必要になって
くると思う。 

 ・学校として、きちんと生徒一人一人のことを考えた指導、教育、取組をされている。 
  

 

５ 総合評価 
・学校評価における評価項目全３３項目のうち、「よくできている」とするＡ評価は２４項 
目、「だいたいできている」とするＢ評価が９項目であった。 

・働き方改革では、全体的に正規の勤務時間以外の従事時間を少なくしようという雰囲気が醸
成されつつあり、職員一人一人が意識的に取り組むことで例年に比べ正規の勤務時間以外の
従事時間を少なくすることができた。 

・進路指導では、進路指導に携わる職員を増員したことで負担軽減と進路指導の充実につなが
った。 

・生徒指導では生徒指導部が積極的に動き、学年全体や学部主事等と密に連携をとることで、
生徒の成長につながる指導支援を行うことができた。 

・学校の防災、防災教育に力を入れ、例年どおりではなく様々な状況に応じた避難訓練を行う
など、積極的に様々な視点で取組を充実させることができた。 

・毎年行っている外部講師を招聘しての授業や、校外での活動等を各科・学年で計画的に実施 
し、さらに地域と連携した取組を新たに始めるなど、積極的に体験的な学習に取り組むこと
ができた。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
・アンケートでポイントが低かった交流及び共同学習については、交流が途絶えていた高等学
校との交流を再開しようと、今年度は職員間での授業参観交流を行った。次年度以降、生徒
同士の交流の方法について模索していく予定である。 

・さらに正規の勤務時間以外の従事時間を減らすために、業務の平準化を図っていく。分掌部
編制の見直し等を行い、業務の偏りを少なくしていく。 

・職員の人権意識の向上について、不適切な言動そのものを少なくするための研修等はもちろ
んであるが、見聞きした場合にそれぞれの職員が注意しあったり、周りの職員に相談したり
できるよう、職場の良い雰囲気を作るための取組を行う。 

 

 


